






























平成 17 年 10 月 12 日~ 18年5月22日
(2) 対象
平成 17年 10月 12日~平成 18年 5月 22日
の期間に腹部血管造影を受けた消化器内科の患者
中央放射線部





























表 1 検査内容とその件数 (n=100)
ヴ，
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(2) 疾患別内訳では肝機能低下や血小板減少を伴う 表 3
肝細胞癌が大部分を占めていた。それについては以
下に示した(図1)。









表 2 通常外の安静指示が出古れた 4名の内訳
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